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米国テキサス州に入植した初期の日本人の移住生活
―米作農家以外の人々の活動に焦点を当てて―
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ABSTRACT

This study offers a descriptive account of the earliest Japanese immigrants and visitors in Texas during the 
period between the latter part of the nineteenth century and the first half of the twentieth century. This paper 
gives an overview of the early Japanese settlers and visitors by region, including Dallas, Houston, Galveston, 
San Antonio, the Rio Grande Valley, El Paso, and Austin. Further to a close examination of the published refer-
ences, data includes fieldwork and interviews conducted by the author, and information obtained from the 
University of Texas at San Antonio (UTSA) Institute of Texan Cultures and UTSA Special Collections. The 
findings bring to light new information on the entrepreneurial Dyo family who lived in El Paso in the early 20th 
century. The author introduces the earliest Japanese immigrant to Austin, second-generation Alan Yamato Tani-
guchi, who moved from the Rio Grande Valley in 1959 to start his career at the University of Texas, followed 
by second-generation Kaoru Dyo who became the first Japanese physician in Austin. The findings provide insights 
into the life experiences and socioeconomic attainments of Japanese immigrants to the United States. Future 
research supports the need to document the under-represented trajectory of Japanese Texans who now include 
fourth-generation Yonsei to preserve and provide a better understanding of the social changes recorded and 
experienced up to the present day.
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はじめに
本稿は、19世紀後半から20世紀前半にかけて、

米国テキサス州に入植した端緒期の日本人の活動
および移住生活について、筆者自身の調査を交え
ながら明らかにしようとするものである。
1868年の明治維新により日本の国内情勢が激変

すると、1871年には明治天皇が国民の見聞を広め
るべく、海外渡航を奨励した１。1884年に明治政
府が労働目的の海外移住を正式に認可すると、米
国が海外移住の主要目的地の一つとなった。

貿易相手としての日本とテキサス州との関係は、
1895年に、日本綿花株式会社がテキサス州産の綿
花の輸入を開始することで始まった。翌年には、
同社の常務取締役の志方勢七という人物が現地に
赴いているという記録がある２。しかし、テキサ
ス州における日本人の活動の歴史は、それ以前の
1880年代から始まっている。
テキサス州に入植した端緒期の日本人は、1890
年のセンサスに記録されている。だがその数はわ
ずか３人で、同州の中央部北に位置するダラス郡
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とタラント郡、および州の最南端に位置するキャ
メロン郡にそれぞれ居住していた人達に過ぎない３。
ダラス郡とタラント郡は、今日では世界でも有数
の経済の中心地である「ダラス・フォートワース
複合都市圏」に属している。また、キャメロン郡
は「リオグランデ平原」と呼ばれる肥沃な土地が
広がった、野菜や果物、綿花の生産地として知ら
れている。

ス州に入植した初期の日本人の活動を明らかにす
ることを目指している。

これまでの筆者の取材の結果、文献でわずかに
触れられているだけだった、北条氏の子孫にあた
る條（じょう）家について、３世の子孫に対する
取材から、彼らの１世と２世の家族に関する新た
な情報を得ることが出来た。また、既存の文献で
は言及されていなかったオースティンに入植した
端緒期の日本人について、筆者の取材により該当
する人々を新たに特定することが出来た。
加えて、先行文献には掲載されていない数名の
人物の写真を入手した他、1914年に志賀重昴がサ
ンアントニオのアラモ砦に献納した石碑とその案
内板を直接確認することが出来た。こうした資料
を交えながら、テキサス州の各地に入植した、端
緒期の日本人の活動に関する検討の結果を以下に
示したい。

１．ダラスの日本人
テキサス州北部に位置するダラスには、第二次
世界大戦以前から三井物産等が主に綿花の買い付
けを目的とした営業所を構えていた。また、日本
美術店や洋食店も数軒存在したが、様々な労働に
従事した者を合わせても、10人以上の日本人が居
住したという記録は見当たらない５。

（１）農家の塚原金太（1885年）と医師のキンヤ
兄弟（1900年）
ダラスに最も早く定住した日本人は、上述の1890
年のセンサスで３人の中の１人としてダラス郡で
確認された、塚原金太である。金太は明治政府に
より海外移住が認められた翌年の、1885年に渡米
した。彼はダラス南東部のハニー・スプリングス
にあったオーバートン農場で働いた６。
1900年には、前年に済生学舎（現在の日本医科
大学）を卒業したばかりで、26歳の弟のキンヤが
合流した。1904年にベイラー大学医学部に入学し、
1906年に同校を卒業したが、当時の医学部は一般
的に２年制だったそうだ。キンヤは研修医を経て、
1908年にダラスのハニー・スプリングスで開業医
として働いた７。

地図１　1880年代から1910年代（テキサス州への初
期の日本人入植期）に活動が展開された都市および地
域※

※ただし、州都オースティンへの最初の入植は1959年
のことである。
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本稿では、その後、テキサス州のダラス、ヒュー
ストン、ガルベストン、サンアントニオ、リオグ
ランデ平原、エル・パソ、そして州都オースティ
ンの各地域に入植した初期の日本人について、検
討する。だが1903年にヒューストン郊外のウェブ
スターへ入植した、米作の草分けである西原清東、
大西理平、そして西村庄太郎に関する活動は、既
に十分な記述があるため、本研究では取り上げな
い４。
テキサス州の日本人に関して、新日米新聞社編

『米國日系人百年史』（1961年）とThomas K. Walls

著The Japanese Texans （1987年）という２つの主要
文献がある。本研究ではこれらの既存の資料を精
査した上で、テキサス大学サンアントニオ校テキ
サス文化研究所の展示パネルや同校のスペシャル
コレクション、筆者による現地視察やインタビュー
等から得られた情報を加えることにより、テキサ



― ―69

（２）美術商のムタ・ヒデオ（1900年）
当地におけるもう１人の最初期の人物が、ムタ・

ヒデオである。1870年に佐賀県で生まれたムタは
17歳で渡米し、西海岸で働いていた。ムタは1900
年にダラスでレストランを開くと、後に東洋美術
品店「オリエンタル・アート・カンパニー」を開
き、ダラス商工会議所にも加盟した。彼は法律に
より帰化市民にはなれなかったが、常に人頭税（全
ての国民１人につき一定額を課す税金）を納めて
いた８。
真珠湾攻撃の直後、州政府当局は42年間ダラス

に居住していたムタに美術品店の閉店を命じた。
しかし彼が米国の愛国的な市民であるということ
を訴える嘆願書に200名以上の署名が集まったこ
とで、２日ほどで店を再開することが出来た。ム
タは1951年に亡くなるまで、ダラスでビジネスマ
ンとして活躍した９。

扱う会社を共同で設立した。この会社には、藤野
順蔵と小西吉松という２人のディーラーがいた。
その後も岡崎は更に２つのレストランを開業し、
その内の１つは「イーグル・カフェ」という名の
「チャプスイ・パーラー」であった11。
1907年頃には、岡崎はヒューストン郊外の２か
所で米作にも手を出した。彼は同じ岡山県出身の
友人、三道國右衛門を説得し、２つの農場のうち
１つの経営のために日本を発つよう勧めた。日露
戦争では満州で軍に従事していた当時23歳の三道
は、仕事の限られていた日本に戻らず、ヒュース
トンに向かった。ところが岡崎の米作事業は、雨
の多い異常気象で大失敗に終わった。三道は岡崎
のレストランを手伝い、後に独立して自身のレス
トランを構えた12。
岡崎に仕えたもう１人の日本人が、松本乙吉で
ある。彼は1898年に18歳の時、ハワイのサトウキ
ビ農場で働き始めた。松本はその後サンフランシ
スコに移りウェイターとして働き、次いでアメリ
カ人大佐の付き人として働いた。資金が貯まると、
郷里の友人２人と共同でレストランを開いたが、
数年後に1906年のサンフランシスコ大地震に見舞
われ、松本らの店は焼失した。彼らは苦境を耳に
した岡崎の誘いでヒューストンに移り、第一次世
界大戦の後まで岡崎のレストランで働いた。私財
を蓄えた岡崎は余生を日本で過ごすべく帰国し、
松本ら３人は岡崎のレストランを引き継いだ13。
岡崎はまた、1903年頃自身が営む洋食店で、サ
ンフランシスコから流れてきた亡命共産主義者の
片山潜を、ウェイターとして雇っている。岡崎は
日本人としては風采が格別良く、軍人でもないの
に陸軍少尉の写真を店に掲げて威張っていたとい
う14。

３．ガルベストンの日本人―美術商の秋野熊雄
（1917年）―
州南東部の港町ガルベストンには、1907年以降
大阪商船の南米航路船が入港していた。第一次世
界大戦後に米国との貿易が盛んになると、多くの
日本の貨物船が入港し始め、30人ほどの日本人が
ガルベストンに滞在していた時期もあった15。
1910年頃からは、ガルベストン西方のヒッチ

写真１　ムタ・ヒデオと妻ヤエ、1948年（提供：テ
キサス大学サンアントニオ校のスペシャルコレクショ
ン　No. 079-0324）

２．ヒューストンの日本人―レストラン経営で成
功した岡崎常吉（1890年代）―
1890年代にヒューストンに移住した、岡山県出

身のトム・ブラウン・岡崎（岡崎常吉）は、日本
人コミュニティのリーダー的存在であった。彼は
店名こそ「ジャパニーズ・レストラン」であった
が、10～25セントという安価な価格でアメリカ風
の料理を提供するレストランを経営し、繁盛した。
ヒューストンに到着して間もない日本人の多くが、
彼の元で働いた10。
岡崎は1911年に日本の美術品を取り扱う店を開

くと、次いでその近くに、日本の美術品や茶葉を
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コックの町で安藤兄弟他数人の農家が野菜耕作に
従事していたが、彼らは日本人による米作が盛ん
に行われていたヒューストン近郊のウェブスター
から移って来た人々であった16。
このように、1910年頃には船員や船客として当

地に足を踏み入れた者や、新たな農地を求めて郊
外に移住して来た者がいたが、確かな記録は存在
しない。
ガルベストンに入植した端緒期の日本人として、

佐賀県出身でサンフランシスコの日米新聞元記者、
通称「ガルベストンの仙人」こと、秋野熊雄が挙
げられる。彼は小池実太郎という人物が、日本の
美術品を米国に売り込む事業を始めたことに影響
を受け、1910年にダラスで日本美術店を開業した。
秋野はまた、全米各地で商品を販売して回った。
1917年にはダラスからガルベストンに移住し、再
び日本美術店を構えた17。
秋野は真珠湾攻撃の３日後に抑留され、州内の

フォート・サム・ヒューストン（サンアントニオ）
やケネディ、ニューメキシコ州のサンタフェなど
の収容所に収容された。秋野は1946年２月に釈放
されるとガルベストンに帰還し、海辺で貸しボー
ト屋を経営する傍ら土産物を販売し、一時はゲー
ム店を６か所経営した18。

４．サンアントニオの日本人―志賀重昴がアラモ
の英雄を讃えるために訪問（1899年）―
州中央部南に位置するサンアントニオにおける

端緒期の日本人については、1910年頃に国広とい
う人物が食料品店を経営していた他、数人が居住
していたということしか分かっていない19。
一方、サンアントニオを訪れた最初の日本人が

志賀重昂（「しげたか」または「じゅうこう」）で
あり、市内のアラモ砦を訪れ、後年その激戦の末
散った勇士の霊に石碑を建てて讃えたことで知ら
れている20。志賀（1863年～1927年）は岡崎藩士
の父を持ち、札幌農学校を卒業、地理学者、評論
家、早稲田大学教授の肩書を持つ人物である。彼
が殉難烈士の碑を建てた経緯を、以下に示そう。
1899年、志賀は米国踏査の途中テキサス州の不

便な地をロバで旅し、1836年のアラモの戦い（テ
キサス独立戦争中にメキシコ共和国軍とテキサス

分離独立派の間で行われた戦闘）の英雄たちに敬
意を表するため、サンアントニオを訪れた。志賀
は、出身地である愛知県岡崎市の近くで1575年に
起きた長篠の戦いの英雄に感銘を受けていたが、
それと同じ無私の勇気と決死の忠誠心を、アラモ
守備隊の中に見出したのであった。
より詳しいあらすじは、以下の様なものである。
長篠の戦いで、武田勝頼が長篠城を攻め落城が迫っ
ていた時、鳥居強右衛門（とりいすねえもん）と
いう武士が岡崎城の徳川家康を訪ね、援軍の依頼
をした。城中で一泊するよう勧められるも、すぐ
さま帰路についたところを武田軍に捕らえられて
しまう。「援軍は来ないから早く降参しろ」と城に
向かって言えば、助けてやるし、重く用いてやろ
うと言われて、長篠城の前に引き出されたのであっ
た。強右衛門は「もう近くまで援軍は来ているぞ。
もうしばらく頑張れ」と叫んだため、磔（はりつ
け）になった。援軍が来て、武田軍は総崩れになっ
た。
同様の出来事が、テキサスがメキシコから独立
するアラモの戦いにもあった。メキシコ軍がアラ
モの砦を取り囲み、陥落しそうな時、ジェームス・
バトラー・ボーナムという兵士が本隊に伝令に行っ
た。本隊も苦戦で援軍は出せなかったが、ジェー
ムスも強右衛門と同じように、すぐ帰って司令官
に「あなたと共に戦死するため帰ってきました」
と援軍の来ないことを報告し、全員戦死したのだっ
た21。
志賀は、米国の「アラモの戦い」が日本の「長
篠の戦い」と大変似ていることに感激して、1914
年、両国の勇士を讃える詩文を刻んだ石碑を、ア
ラモ砦に献納した。石碑に使われた花崗岩は、長
篠付近で採石されたものである。また土台の石は、
鳥居強右衛門の墓の近くで採石されたものである。
1990年11月15日、アラモ砦で志賀重昴建碑75周
年記念式が行われ、その席で日米親善交流の証と
して、志賀重昴の思いを長篠の地にも分けて移そ
うと、砦跡にそびえるライブ・オーク（樫の木）
の種子（どんぐり）がアラモ側から長篠城跡へ贈
られた22。種子は育苗の後1992年に長篠城跡に植
樹され、記念碑が建てられた23。
碑文のコピーは、アラモに問い合わせることで
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入手が可能である。もしくは、『米國日系人百年史』
（1961:1233）を参照されたい。

５．リオグランデ平原の日本人
テキサス州最南の都市ブラウンズビルから北西
方向のマッカレンにかけての、直線で70マイル
（110キロメートル）ほどの米墨国境地域は、リオ
グランデ平原として知られている。今日では豊か
な農地が広がっているが、元々は未開の低木地帯
であった24。
それでも1904年にヒューストンからミズーリ・
パシフィック鉄道が開通し、土地開発業者がリオ
グランデ川から引いた用水路を整備すると、野菜
や果物、綿花の一大産地となった25。鉄道開通前
には１エーカー当たり１ドル前後の価値しかなかっ
た土地には、100ドルの値が付いた26。

（１）1890年のセンサスで確認された日本人
リオグランデ平原に最も早く定住した日本人は、
上述の1890年のセンサスで３人の中の１人として
キャメロン郡で確認された人物である（氏名不詳）。
この人物は、興味をそそるような地域の良い情報
を手紙にしたため、日本人の移住を促したようで
ある。後に、数家族がリオグランデ平原のハーリ
ンジン、サンベニト、ブラウンズビル、ミッショ
ンに入植し、1,200エーカー（１エーカーはおよそ
サッカーグラウンド１つ分に相当する）ほどの農
場が作られたと、1905年（明治38年）の『渡米雑
誌』に記されている27。
このように、リオグランデ平原が魅力的な農地
として生まれ変わった直後の1904年から1905年頃
には、既に数人の日本人が入植していたことが伺
える。しかしながら、具体的な人物名や現地での
活動を特定出来る端緒期の日本人は、以下に挙げ
る２名である。

（２）みかん栽培の宮本平四郎（1908年）
1908年に、リオグランデ平原に入植した日本人
は、千葉県出身の宮本平四郎である。宮本は当地
に移住する以前、メキシコと米国の他の地域で６
年間を過ごしている。米国ではミズーリ州のセン
トルイスにあるミズーリ植物園と、ヒューストン
の尾崎日本美術雑貨店で働いている28。
宮本は美術店のセールスマンとして各地を行商
する中で、当時ヒューストン地方で新居三郎、西

写真２　サンアントニオのアラモ砦（2022年８月筆者
撮影）

写真３　アラモ砦に残る、志賀重昴が贈った石碑と案
内板（2022年８月筆者撮影）

写真４　アラモ砦のライブ・オーク（2022年８月筆者
撮影）
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原清東といった人々が日本の温州（うんしゅう）
みかんの苗木を大量に栽培・販売し、成功してい
ることを知った29。リオグランデ平原のマッカレ
ン付近の小さな町ミッションでもかんきつ類が植
えられているのを目にした宮本は、当地の有望性
に目をつけ、温州みかんの苗木を栽培・販売する
目的で、1908年にミッションに20エーカーの土地
を購入した30。
宮本は当初、他の者を主任として置き、自らは

常駐しなかった。それでも後に事業の拡大を機に
定住し、1924年頃まで園芸場を続けたが、1925年
にメキシコに移った。少なくとも５人の日本人が
宮本に説得されて、現地に移住している31。

（３）1960年に黄綬褒章の栄誉　下津卯一（1909
年）
1879年に大阪府に生まれた下津卯一は高校を卒

業後、1904年にサンフランシスコに渡ると、直ち
にコロラド州立A&M大学に入学した。彼は在学
中、それまで低木地帯でしかなかったリオグラン
デ平原が、土地開発業者による灌漑によって豊か
な農地へと変貌を遂げたという話を、ある教授か
ら聞いたことがあった。そこで1909年に卒業する
と同年、この教授の勧めでリオグランデ平原の可
能性を信じて、マッカレン付近のサン・ホアンに
移住し、約２年間農業に従事した32。サン・ホア
ンは、上記の宮本平四郎が入植したミッションか
ら東方に20キロメートルほど離れた所にある。
下津は次いで、ハーリンジン近くのサンベニト

（正確にはサンベニトの南西のレンジャービル）に
移住し、野菜やカンタロープ、綿花などを生産し
た。後に長男と次男の協力を得て、耕作面積は約
1,000エーカーに及んだ33。
下津は1916年に結婚のために一時帰国すると、

辻高子という名の東京女子学院卒の29歳で、秘書
として働いていた女性と出会った。当時の日本で
は、女性が29歳まで未婚でいるのは珍しかったが、
女性が大学を卒業し、仕事に就いていたことは尚
更珍しいことであった。高子は独立心が強く、冒
険心旺盛な人物だったので、こうした資質を備え
た男性を慕っていたようだ。高子は、米国に移住
して現地の大学を卒業し、農業を始めるという下

津の進取の気性を尊敬していたので、求婚を受け
入れた34。
翌1917年、高子はリオグランデ平原最初の日本
人妻となると、同年には日本人最初の２世となる、
長女の雪子が誕生した35。
４人の息子のうち、長男のケネス・健一と次男
のハリー・春雄は父・卯一の農園を引き継いだ。
また２人は農作物の梱包・配送業にも携わった。
加えて、ハリーは地域の農業会社が所有する6,000
エーカーの土地を管理した。下津家は日本の習わ
しに従い、庭を草木や花で彩り、多様な商売で地
域経済の振興に貢献した36。
卯一はサンベニト日系人農業生産販売組合副会
長を務めるなど、地域の日本人に対する多年に渡
る功労により、1960年に日本政府から黄綬褒章を
授与された37。

写真５　長男のケネス・健一、1967年（提供：テキ
サス大学サンアントニオ校のスペシャルコレクション　
No. 068-3006）

６．エル・パソの日本人
テキサス州の最西端に位置するエル・パソは国
境の都市であり、リオグランデ川を挟んでメキシ
コのチワワ州最大の都市、シウダー・フアレスの
対岸に立地している。
日本人が当地に定住した時期は、1880年代にさ
かのぼる38。日本人の移民労働者を制限する日米
紳士協定が締結された1908年以前には、多数の日
本人がメキシコからエル・パソを経由して米国に
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入国し、その中には、一時的にせよ当地に居住し
た者も存在した39。また、構想は失敗に終わった
ものの、1903年には米国有数の絹の産地を目指し
た町の有力者たちが、日本人の移住を促している40。
早くから日本人がエル・パソに定住した要因が、

メキシコでの労働に対する不満であった。メキシ
コへの日本人移民は、1901年からの７年間で１万
人に達していた。しかし半数以上は、契約が終わ
らないうちに逃亡している41。多くは鉄道路線の
建設に従事したが、条件が過酷な上に、給料は安
かったからである。こうした人々がより良い仕事
を求めて、エル・パソ経由で米国に入国し、大部
分はカリフォルニアを目指したが、エル・パソを
含むテキサス州内に留まった者もいた42。
しかし、日本人にとってメキシコからの米国へ

の入国は決して容易なものではなく、それには日
露戦争（1904-1905年）が関連していることは興味
深い。日露戦争後に日本兵が任務から解放される
と、多くは日本に戻らず、経済的成功を夢見て米
国に向かった。ところが、一文無しの状態の日本
人が大挙して押し寄せたサンフランシスコの入国
管理局は、将来的な公的負担の増加を口実に、彼
らの入国を拒否したのであった。サンフランシス
コで米国への入国を拒否された日本人は、カナダ
やメキシコ（特にフアレスからエル・パソ）経由
で入国していたが、1907年にはこうした入国ルー
トも連邦政府によって非合法とされた。エル・パ
ソの地元紙El Paso Heraldは、この規制によりエ
ル・パソ経由で米国入りを目指す、毎月約500人
とされる日本人の入国が阻止されるとの推測を報
じた43。同年には、テキサス州のイーグル・パス
で55人、ラレドで29人、サンアントニオで８人、
そしてエル・パソで７人の日本人が逮捕され、国
外追放のためサンフランシスコに送られた44。
当時の米墨国境地帯では、日本人の密入国を手

助けすることで金儲けをしていた人々がいて、一
般の市民に限らず、列車の車掌や入管の職員など
も関与していたという。検挙された日本人はカナ
ダに向かうために通過するだけだと言い訳をした
が、多くは日本に強制送還された45。
数年後の1910年から1917年にかけてメキシコ革

命が起こると、農業や鉱業で成功していた日本人

が集団でエル・パソ及び付近へ避難し、農業に従
事したり、食料品店を開いたりした46。それでも、
1916年に実施されたエル・パソの戦時特別センサ
スによると、日本人は1910年の14人から41人の増
加に留まっている47。こうした数値から、メキシ
コから、もしくはメキシコ経由で米国に入国した
日本人のほとんどがエル・パソ以外の目的地に向
かったと推測出来る。
このように、エル・パソは様々な理由により古
くから多数の日本人が足を踏み入れた、テキサス
州の中でも珍しい地域である。こうした特徴を持
つ当地における端緒期の日本人は、どの様な活動
をしていたのだろうか。

（１）竹細工職人の土屋秀吉（1895年以前）
エル・パソにおける最初期の日本人は、静岡県
出身で叩大工（たたきだいく）の土屋秀吉である。
土屋は1885年に渡米すると、まずサンフランシス
コで餅菓子屋を始め、当時盛んであった女郎町で
売り歩いて一儲けしたそうだ。養蚕にも手を付け
たが失敗し、ロサンゼルスに移ると、そこで日本
人が竹細工で随分儲けているのを見て、自分もそ
れをやりながらニューヨークまで行こうと、ロバ
に竹細工の材料を積み、60数日間かけてエル・パ
ソに辿り着いた48。
『米國日系人百年史』（1961:1232）には、砂漠地
帯を含む過酷で長い移動についての記述がある：
途中で食料や水が無くなると、メキシカンや
インディアンの家に転がり込み、竹細工を作っ
て与え、飢えをしのぎ、夜は野獣の声に怯え
ながら、最初の目的地エル・パソを目指した。
途中、驢馬が病気で死にかかり、足を取られ
失望落胆していると、インディアンが来て小
便を呑ませ蘇生させたというほどの、過酷な
体験であった。

エル・パソの中心地で編んだ竹細工を売って生
活していた当時、日清戦争（1894-1895）での日本
軍大勝の報せを聞き、大いに肩身を広くしたとい
うのだから、彼が1895年には当地に居住していた
ことが分かる。そのうち、メキシコ人の親分と懇
意になると、メキシコシティで竹細工を売ること
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を勧められ、ニューヨーク行きを変更してメキシ
コシティへ赴いた。竹細工が大当たりし日本から
弟を呼んだが、その弟がメキシコ人の女に金を取
られて没落した。エル・パソに戻り綿花畑労働者
の周旋などを長く営んだが、後年帰国したという49。

（２）日本人定住者の先駆け、高橋亀太郎（1916
年）
エル・パソにおける日本人定住者の先駆けは高

橋亀太郎という人物であり、大東五六と他１名と
共同で、1916年にエル・パソのイーズレータと呼
ばれるコミュニティで30エーカーの土地を購入し
たことが分かっている50。
高橋亀太郎と共同で土地を取得した大東五六は、

1874年に広島県に生まれ、1891年に16歳で渡米し
た。カリフォルニアの農園や缶詰工場で10年間働
いた後、1902年からは、アリゾナ州で家事手伝い
業に従事した。エル・パソの土地は賭博で蓄財し
た金で購入したもので、当地に移住したのはその
７年後の1923年のことであった。大東は、1960年
の時点でも農業経営を続けていたことが記録され
ている51。

（３）米墨両国で食料品店を経営した大久保寮一
（1916年）
広島県出身の大久保寮一は1907年にメキシコに

渡り、1909年からチワワ州で食料品店を経営した。
メキシコ革命の混乱を逃れて1916年にエル・パソ
に移ると、当地でも引き続き食料品店を経営し、
1960年の時点でも営業していたことが分かってい
る52。

（４）メキシコから移住し、農業で成功した今井武
雄
今井武雄は元々、メキシコで鉱業や鉄道建設に

従事していた。エル・パソに移ると、レストラン
経営と靴修理人をした後、農場を購入し、鶏やウ
サギの飼育と野菜作りをし、エル・パソ中心部の
フォート・ブリスという地域で販売した。今井は、
1960年の時点でも農業経営を続けていたことが記
録されている53。今井がエル・パソに移住した時
期は不明だが、メキシコ革命の時期と推測される。

1916年頃には、他にも洋食店を経営したり、家
事手伝い業に従事していた日本人が数人いた。当
時は１エーカーあたり50ドル程度で、未開墾地を
開拓して地域産業に貢献するということで排斥は
無く、むしろ歓迎されたという54。

（５）20世紀初頭にエル・パソに居住していた條
家の子孫、條・ロバート・ケント
筆者は現在、テキサス州における日系人の功績
と生活体験を記録し、該当する人々については系
譜を作成する作業に取り組んでいる。2022年には、
ダラスで開業医をしている日系３世の條・ロバー
ト・ケントさんとその家族を取材した。その中で、
ロバートさんの父方の家族が20世紀初頭に、エル・
パソとメキシコに居住していたことが判明した。
そこで、当時の條家の状況を以下に記してみる55。

ロバートさんの祖父で、１世のケンゾウと、腹
違いの兄のツトムは、仙台に住む條クマゴロウと
いう名の裕福な人物の、内縁の妻の子供であった。
條という名字は12世紀の北条家に由来し、長い年
月を経て、「條」という漢字１文字へと変化した。
條氏は20世紀初頭に、相続権を持たない、当時成
人となっていたケンゾウとツトムを米国に移住さ
せた。ケンゾウはエル・パソに食料品店を構え、
ツトムはメキシコに銀鉱山を所有していたことか
らも、條氏は息子たちに相当な財政援助をしたは
ずである。
ケンゾウの妻、キムラ・シゲは仙台の長老派教
会のミッション系大学を卒業しており、ケンゾウ
に嫁ぐため米国に向かった。シゲは恐らく「写真
花嫁」で、渡米したのは米国政府が1920年に「写
真花嫁」への渡米旅券発給を停止した後であった
ため、彼女の米国居住は認められなかった。そこ
で彼女だけがメキシコのフアレスに住み、家族と
会うために毎日国境を渡っていたのであった。ケ
ンゾウの息子で２世のカオル（ロバートさんの父
親）と娘のチエコはエル・パソで誕生したので、
生まれながらの米国市民であった。
メキシコに移住してから最初の数年間、ツトム
は銀鉱山のビジネスも順調で、繁盛していた。文
献にも、ツトムが共同で経営していたチワワ州の
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サビナル鉱山が大成功し、５万ドル分に相当する
鉱石が週に何回も出たこと、また、ツトムらが大
阪の平林らから買収した同じチワワ州のナミキパ
鉱山も、有望な山であったという記述がある56。
ツトムはメキシコ人と近しい間柄となり、メキ

シコの革命家パンチョ・ビリャ（ホセ・ドロテオ・
アランゴ・アランブラ）とも親しくなった。ツト
ムは数名の日本人を含む仲間と共に、パンチョ・
ビリャ暗殺のためのスパイとして米国政府に雇わ
れたが、その試みは失敗に終わった57。結局、ツ
トムの銀鉱山はメキシコ政府によって差し押さえ
られ、ツトム一家はメキシコ革命の混乱から逃れ
るためにエル・パソに移ったのであった。一家は
最終的にカリフォルニア州のサンタバーバラに移
住し、ツトムの子孫の大部分は、今日でもカリフォ
ルニアに暮らしているそうだ。

ケンゾウが1941年に病死すると、カオルとチエ
コはエル・パソで孤児になったので、ツトムを頼っ
てカリフォルニアに移住した。シゲは依然メキシ
コに住んでいて、後に同じくメキシコに住んでい
た農家のアシダという名の日本人と再婚した。

７．オースティンの日本人
既存の文献を見渡しても、オースティンにおけ

る最初期の日本人について言及する記述は見当た
らない。しかし筆者の調査から、それは1960年前
後に仕事の関係でリオグランデ平原から移住して
来た谷口家と、上述の條家の２家族であることが
分かった。谷口家は、１世の勇がオースティン市
内に日本庭園を造ったことで知られている。

（１）テキサス大学建築学部を名門に育て上げた谷
口・アラン・大和（1959年）
1959年に、オースティンに最初に移住した人物

は２世の谷口・アラン・大和であり、そのきっか
けは、テキサス大学オースティン校建築学部が彼
を非常勤講師として招聘したことであった。
アランは１世の谷口勇・貞世の長男として、1922

年にカリフォルニア州ストックトンに生まれた。
アランは開戦時、カリフォルニア大学バークレー
校で建築学を学んでいたが、学業半ばで母の貞世、

弟の泉と共にアリゾナ州のヒラリバー戦争移住セ
ンターに収容された。父の勇は、別の収容所に送
られた58。
収容中に成人となったアランは、学業を再開す
るために収容所から解放するよう要請するとそれ
が実現し、親戚を頼ってデトロイトに移るとデト
ロイト工科大学に通った。アランは戦後バークレー
に復学し、建築学の学位を取得した。彼はサンフ
ランシスコにある一流の建築設計事務所に勤め、
1950年代に米国で生まれた近代的なデザインの
家々が建ち並ぶ、カリフォルニアの分譲地の設計
に携わった59。
一方、アラン以外の谷口家の人々は、テキサス
州の家族用のクリスタルシティ収容所で再会した。
収容生活の中で、勇はリオグランデ平原の肥沃な
農地についてよく耳にしていたので、特別に許可
を得て収容所の一団と共に、現地を視察した。谷
口家は、戦後に収容所を解放された後も、反日感
情が残るカリフォルニアには戻らず、農業を行う
ためにリオグランデ平原に移住したのであった60。
1952年、アランと妻のレスリー・悦子は、ブ
ルータウンに住む勇と貞世の近くに住むべく、ハー
リンジンに移った。アランは両親のために、目新
しいデザインの大きな家を建てたが、その様な建
築物は当然のことながら、リオグランデ平原で初
めてであった。アランは自身の建築設計事務所を
構えると、４年連続でテキサス建築協会のデザイ
ン賞を受賞するなど、成功を収めた61。
アランが設計した建築物が有名になると、1959
年にテキサス大学オースティン校建築学部が、彼
を非常勤講師として招聘した。しかしながら、家
族でオースティンに移住するべきか判断し兼ねた
ので、1959年から1963年までの４年間は単身赴任
し、２週間毎にハーリンジンに戻り、週末だけ家
族と過ごすという生活が続いた。しかし1961年に
は教授として正式に迎えられ、オースティンがと
ても気に入ったので、1963年に家族を同市に呼び
寄せたのであった62。
その後建築学部長となったアランは、アメリカ
建築協会が出資するマイノリティの学生向けの奨
学金を拡充させ、マイノリティの学生数を増加さ
せた。また、あえてカリキュラムを緩和させ、学
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生が自発的にデザイン能力を高めることを奨励し
た。こうした努力により、アランは無名に近かっ
たテキサス大学の建築学部を世界レベルの名門に
育て上げたのである63。

（２）オースティンで最初の日本人医師、條・カオ
ル一家（1964年）
上述の通り、エル・パソで生まれた２世の條・

カオルは父親のケンゾウが亡くなった後、叔父を
頼ってカリフォルニア州へ移住した。第二次世界
大戦が始まった当時カオルは高校生で、一家は忠
誠質問への回答を拒否したため、アリゾナ州のヒ
ラリバー戦争移住センターを経て、テキサス州に
あった家族用のクリスタルシティ収容所に収容さ
れた。
戦後、一家はカリフォルニアに戻り、カオルは

南カリフォルニア大学に通ったが、学費を工面す
ることが難しかったため、エル・パソに戻り、テ
キサス鉱業大学（現在のテキサス大学エル・パソ
校）に入学した。最終的にはダラスのテキサス大
学サウスウェスタン医科大学に通ったが、彼は同
校初の、日系アメリカ人医学生であった。そこで
カオルは、同じくダラスのベイラー大学医療セン
ターで医療技師として働いていた、２世の北村・
アリス・愛子と出会い、結婚したのであった。
カオルが医師の研修期間を終えると、夫妻はリ

オグランデ平原に戻り、カオルは1955年にハーリ
ンジンで一般診療の開業医を始めた。３世のロバー
トさん兄弟は、この時に当地で誕生した。カオル
が今度は小児科医になるための研修を受けるため、
一家は1962年から1964年までガルベストンで暮ら
した。そして、カオルが小児科の開業医になるた
め、一家は1964年にオースティンに移った。カオ
ルは1999年に引退するまで、同市で最初の日本人
医師として活躍した。
ロバートさんは、当時のオースティンについて

以下の様に回顧している：
州の南部や南東部と比較して、1960年代の
オースティンには日本人家族、または日本人
コミュニティというものは皆無に等しいもの
でした。私が思い出せるのは、谷口家と日本
から来た数人の大学教授くらいです。オース

ティンの高校に通った時、アジア人は私と、
Tsaiという名の中国人の男子だけでした。私
たち日系人家族にとって、オースティンの環
境はリオグランデ平原とは全く異なるもので
した64。

おわりに
本稿では、19世紀後半から20世紀前半にかけて
米国テキサス州に渡った最初期の日本人について、
筆者自身の調査を交えながら検討を試みた。
明治政府により海外移住が認められた翌年の1885
年には既に、塚原金太という人物がダラスに居住
していた。彼は間違いなく、テキサス州における
最初期の日本人の１人である。
本稿では、最初期の日本人を７つの地域に分け
ながら検討した。その中でもリオグランデ平原に
ついては、鉄道が開通し灌漑により魅力的な農地
となった直後の1904年から1905年頃には、既に数
人の日本人が広大な農場を始めていたという事実
は興味深い。
港町ガルベストンでは、1910年頃には船で当地
に渡り足を踏み入れた者や、郊外で農業に従事し
ていた者が居たが、具体的に特定出来る人物は、
1917年の秋野熊雄が最初である。サンアントニオ
については、1910年頃に数人の日本人が居住して
いたことしか分かっておらず、本稿で挙げた唯一
の人物は、日本人として初めて当地を訪問した志
賀重昴である。
米墨国境の町エル・パソでは、1880年代から日
本人が定住し始めたとされ、また1907年以前は、
多数の日本人がメキシコから当地を経由して米国
入りした。しかし、具体的な人物は1895年の土屋
秀吉を除き、1916年の高橋亀太郎、大久保寮一、
今井武雄しか分かっていなかった。しかし筆者の
調査から、仙台出身で北条家の子孫である條ケン
ゾウ・ツトム兄弟が、20世紀初頭にエル・パソに
居住しており、後にケンゾウの子供で２世のカオ
ルとチエコが当地で誕生したことを付け加えるこ
とが出来た。
州都オースティン初の日本人については、既存
の文献では言及されていなかったが、筆者の調査
から、その人物は1959年の谷口・アラン・大和で
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あることが判明した。また谷口家に次いで1964年
に移住して来たのが、オースティンで最初の日本
人医師となった條・カオル一家であることも分かっ
た。
筆者は現在、テキサス州にゆかりのある日系ア

メリカ人と日本人移民に対するインタビューや資
料収集を行っている。こうした取り組みを通して、
同州における日系人の生活体験の歴史に関する新
たな情報を付け加えると共に、該当する人々に関
しては、複数の世代をつなげることで系譜の作成
を試みている。筆者の最終的な研究目標は、米国
における日系人の歩みについて、テキサス州とい
う一地域に焦点を当てることで、彼らの生活史を
包括的に理解することにある。
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